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少数の原子から構成されたナノクラスターは、バルクとは異なった性質を持ち、

構成原子の種類や数によって様々な物性が発現する。このような物性の解明は

基礎科学だけでなく工学的応用にも重要であり、Si(111)-(7×7)表面上では様々な

金属クラスターを作製できるため注目されている[1]。本研究では、 Si(111)-(7×7)

表面上に Al クラスターを作製し、非接触原子間力顕微鏡(NC-AFM)を用いて観

測を行った。Al クラスターの作製のため、 Si(111)-(7×7)清浄表面に Al を蒸着

し、650℃でアニールを行った。図 1 に、得られた Al クラスターの AFM 像を示

す。先行研究[2]で示された STM 像やモデル図と矛盾しない結果が得られた。

さらに、Al クラスター上の各サイトでフォーススペクトロスコピーを取得し、

クラスターの構成原子の元素同定[3,4,5]も試みた。当日はその結果について詳し

く述べる予定である。 
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図１(a) Si(111)-(7×7)に Al を蒸着して得られた表面の AFM 像。三角形で示された Half Unit Cell

内に Al のクラスターが形成されていることが分かる。 

(b) Alナノクラスターの拡大図。 
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